










































































































































































































































乞いました。相手にされる筈が無いと思っていたところ、返事が来て「毎月、二十首の詠を送れ。添削します。添削料は二円。 」 という内容でした。私は驚いてよろこび、 毎月、語呂合せのような歌を送り、薫園はそれを丁寧に添削して返してくれました。その後、多少私も上達したため、毎月
二十首が却って出来なくなりました。それを見透していたように 「名古屋には自分の高弟の小寺秋雨という者がいる。そこへ行って指導を受けなさい」という返事が来ました。秋雨はきびしい人で、私は秋雨の前で つも叱られていましたが、家に帰 みると遥かに良くなっていますので、私は秋雨を決してうらみはしませんでした。秋雨は 「星雲」という結社を作り、歌誌『星雲』を発行していました。そのうちにその雑誌の片すみに私の歌も出るように 、合同歌集『山桜集』にも載るようになりました。　
私が歌に入ったのは以上のような次第ですが、後に作歌
にうつつを抜かして受験勉強がおろそかになった めに反省して、歌に夢中になる をやめた次第です。
（おざき
　
さとあきら）
みまつ会
　
未だ老いずて
　
遠くより
　
二十五名も
　
人集ひたり
　　　　　　　
二〇一六年
逢ふことの
　
難くなりぬる
　
みまつ会
　
教へ子の姿に
　
思ひ せつつ
　　　　
二〇一八年
＊高木市之助先生・山崎敏夫先生・市橋鐸先生は、本学で教鞭を執られた国文学者＊「みまつ会」とは愛知県立女子大学国文学科第一期生と女子短期大学国文科最終卒業生の同期会の名称
